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Abstract

DCimpulse sent on theline propagateswith velocity depending ontheline

characteristics and reflects suddenly at the discontinuous point of thelin

impedance,returningto the originalsendingpoir]t.Usingthis phenomena,the

faultypoint of theline canbelocated togetherwiththe determination ofits

kind and the extent.Then,the type PLM Line FaultLocator was mannufac-

tured on this principle and used for the measurement on thelines of Nippon

Hassoden Co.,JapanState Railway,NagoyaRailway Co.,KansaiHaiden Co･

and Chubu Haiden Co.As aresultofthistest,thelinefaultlocator was found

anew weapon of safeguardingtheline.This papergivesthe account of the

characteristics of the apparatus,eXplanation of the circuit and some example

of the measurement.

[Ⅰ]緒 盲

繰路障害は大別すると､断線(竿断線､時々断陳)､混

線(牛混硯､時々混線)､他宗(草地気､時々他宗)及び

紹棟降下等になり､之に依って不通､漏話､耗舌ヽ低音

等の現象を生ずる｡之等の障害測各こは従来プリツヂ法

(†マ㌧-一レ←ループ､バーレ←ループ)或はインピーダンス

曲線から求める操､テレフォルト法等が使用されていた

が測定に時間を要し､測定結果が正確でなかった｡イン

パルスの反射現象を利用してその反射波の掃って来る

問を渕窟する方法､即ち所謂レ一々■一の原理を線路障害

讐占測定に利用した方法がオーストラリヤでWiredRad-

ar(l)と僻して賓帰され､米国に於いても蓬電線放び電

力地下ケーブルにLinoscope(ヨ〕と構してFault Locat-

Orが用いられて居る｡我国に於いても近年著Lい進歩

妄輔
日立製作所戸塚工場

を見た/くルス技術を應用Lヽ線路の故障粘を蒙見L或は

更に進んで線路特性の郡察に用いようとする研究が終数

枚各大軍で始められ(S〕(4)､次いで其の空地試験し5~)､蜜用

化(6武7〕が始められた｡

此の式の特徴は

(i)ブラウン管上にパ′ラマ的に線路状況を緋察出

来るから障害粘を直 的に護見出来る｡

(ii)反射没形に依って障害の横

異に出来る｡

､程娃の判薫が簡

(iii)諸種瑚障害が同時に数個所存花する場合にも測

定出来る｡

(iv)時々刻々の状態が郡測出乗るので､時々後生故

障が撫知出来る｡

(Ⅴ)測宝が簡単迅蓮で正葡である｡

等であるゥ我々も此の憧線路障害渕宝器として､PLM-

11塾及びPLM-12型を製作L､数次に亘る現地試験に
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も良好な結果を得たのでその大要を述べる｡

[址]測 定 法

(1)測距原理

此の方式の原理は大戦中活躍Lたレ′-ダーと同じであ

るがヽ これを説明すると次の通りである｡即ち第1園の

オシロスコープ

第1固 測 路 略 固

Fig.1Schematic Diagram for MesuringLine

Fault by Pulse Method.

様な陰成で帽エ(1-20〃S)の低堅直流パルスを通常な

周期rでA票占より供試規格に遮れば､其の線路に固有

の俸播速度γで進行L､終端C或･:ま障害粘Bの様た

線路インピーダンスが急襲した折から反射して還って来

る｡この反射パルス むを其のまゝ又は増幅L′て､陰極

線オシログラフで周期rに周期させた時間軸で都側す

ると第2園の様な波護多が得られる｡従って鰭播速度γが

lム

._才
γ

第2固 ブ ラ ウ ン管映像

Fig.2 PulseImageらn Brawn Tube.

解っていれば､ブラウン管上の映像より AB 間を往復

した時間疲を測定することに依り障害鮎迄の距離Z(三､

～=V･÷で求が〕れる｡
(2)反射現象

硯再通信線の構成は､同一同視でも線憧ほ一種瑛てな

第33奄 第6葺虎

くヽ裸硯にケーブルが入って屠り或は同じ視線でも裸種

が異っている場合が多い｡従って平常状態の線路特性も

パルスに依って閏察すると之等の不整粘の反射が良く現

われている｡叉この反射波形から邁に線路構成もわか

る｡.此の反射現象について説明すれば第3圃に於て､障

l

障.害臭

第3固 線路のインピーダンス

Fig.3 LineImpedancd.

害粘を含めて先を見たインピーダンスをZとし､線路

特性インピーダンスをg｡とすれば､障害瓢の反射係数

Jl●ト{ヽ

属:=
反射波 Z一一Z｡

入射牧~z十Z｡

となり､Z>Z｡(断線､按偶不良等)に対しては 好=

0～1で反射波は直線牧と同極性､g<g｡(混閣､紹辣低

下､短絡､他宗等)に対してはg=一1～0で異極性と

たる｡即ち反射波は障害の種類､程度に依i)､直接故に

射する極性並びiこ大きさが欒り､ニれにより障害の判別

が出来る｡

叉平衡線路て片穣の射こ障害があった場合には両方の

練に流れる電流の大いさが異って来る｡止ヒの場合は第4

圏の如く平衡電流､不平衡竃流に分けて考える事が出来

るpいろいろ1こ障害に対する平衡及び不平衡反射は第5

節4固 成語 を 月j い た 出力闇路

Fig.4 0ut put Circuit Using Transformer.
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Z

↑

7

中衛反射波
き･:,∴･不平衡反射波

た し

左 ■し

線路の何れ乙降雪かあ

5かほより逆Iz在る.

又は

第5国 中衡及び不平衡｡放射ギ兄象

Fig.5 Balanced and Unbalanced Reflection･

圃の如くたる(7〕｡第4囲のab或ほCd端子間に受信機

を接頂すれば平衡電流の反射茨か得られ､不フ

反射波:･まef聞で受信すれば良い｡

更にケーブルの

柵

水､封違い障害はその賢掃こ

の流

中的漏

話が出来るかレ､漏話況を受信Lて障害灘庖副使した刀

が便利な場合もある｡従って測定窪とLてほ以上の平衡

法､不平衡法､漏話法 の内いづれかを､洞窟線路と障

害の種類に依って避雷に用いれば艮い｡不平衡法と漏話

法では直接波は殆んど受信されたくノト〔り､受信機の利得

が充分に働く｡

(3)測距方式ヽ侍播達

以上の方法に依って得られた映像か⊥ゝハ パルスの往復

に要した1時間まを求～むる必安がある.〕此の日印討まを測宝

する方法には､オシロスコープの横~軸けこ直髄時聞軸を用

いブラウン管上のスケールで讃てへ取る方式､同じく直税

暗闇軸を用い更に 間軸に同期せし.ゝ了_)た等闇隔日盛イル

スを映像澱形に竃座し直接紋の立上りに目盈パルスの

一つを合はせ､目盛パルスの助けに依り反射淡の立上

りまでの時間を讃取る方式､及び■直接波と反射波の間

隔を電気角で測る方式(移相法)等がある｡此･ノ_)移相法

はに 可 遅延回路網(Cβ或はムC)に依るもの､眞

基管式及び同輯型(ゴニオ)移用語に依るものがある｡

時間fが測定されれば､線路の悼播速 が預めわか

って居れば障害黙蓬の距離か簡睾に計算出来る｡一段

に線路の侍播速度は周波数特性をもつyこ屠り､周段数

と共に大きくなり､表皮作用〝〕戴く 波周高 でほ略

一定となる｡従ってパルスは非常に多くの高詞汲成分せ

含むから此の高い周波数で立上りが決まり､時間は直接

仮の立上りから反射波の立上り迄を讃な取れば良い｡俸

播達圧は娘路寛長の解っている供試裸終について預め測

宕し､ 宕しで置く必要がある｡此の俸播速度の測是に

伊⊥ふ

､
､
■

-し際 同線を出凍るだけ細く1亘分Lてヽ測定部よ

り各距離にある地掛こついての倍播連荘を数多く算出L

で置けば惇播速度の碓匪が向__卜しそれだけ測拒確度が良

くなるわけである｡文 て4)(5〕こ7〕
に依れば各種税路に射す

る悼播遼皮として次の様な伯が示されている｡

架墨裸視

1鍍同軸ケーブル

2既同軸ケーブル

1.2粍市外ケーブル

0.9;托市内ケーブル

297mノ/〃S

283nl′′〟S

262m/〃S

220mノ〟S

200皿′･ノ〃S

[Ⅲ]測 定 装 置

(1)概 要

装置は第6圏の様に可搬型とし､迭信部､受信部､竃

調整器の≡部に分け､測非璃陸を3段に切換える様にし

た｡PLM【11到は門司 遺局明仕様に依り設計したもの

であり､PLM【12型は其の後の調査に基ぎ若干同路構成

を攣更し､更に目盛パルスを附加した｡.仕様の概要を第

1表に示す｡

(2)同 格

兼業置の旧路についで光づPLM-11塑造′ 部か↓■㍉詭

67

第6固 PLM型線路障害測定器

Fig.6 Type PLM Line Fault Locator.
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節1真 淵 定 器 仕 棟

Tablel.Specification of Line Fault Locators.

PLM-11 PLM_12

家

信

受
信
部

繰返樹放散
(測距範図)

bロ ル ス 幅

最大先頭出力

出力インピー
ダンス

綜 合 利 得

周波数

時 間 軸

渕 β巨 方 式

1kc

4kc

20kc
三段切換

1･-10〃S

lOⅥ7以上

50-700J2可礎

60db以上

1kc-2Mc平坦

直線時間軸

直頼時間桝に
よりプ●ラウン

管上直接尺斐
∴｣･こい

1kc(150km
4kc(25km
20kc(5km)

三
段
切
換

ヽl■ノ))

2一-2〔)〟S

lOW以上

(i)600J2年衡判
(ii)50～700J2

不平衡型

約50db以上

1kc-500kc平坦

紅綬時間軸

距離目盛玩パ′レス

により誠二取り

明する｡(第7園)Vly2のC忍蒙振器で1,4,20kc

を切換軍拡する｡此の正弦波をγ3て緩衝増幅し､γ｡

で制限増幅し矩形授に近い粒形とする｡.こ汀をClユ,忍17

で第1同日の微分を行い比較的幅の贋いインパルス上し

V5で嗜偏し更にⅤ｡て制限増幅した後通常な時定数の

微分同路(CIB,忍2｡十y屈ユ)で再び徴分して必要な幅の

イン㌧ペルス粒形を得る｡此のパルスをγ7で嗜幅し､γB

でC級昭幅して矩形波とする｡更にγ｡で位相歪なく檜

隔し､Vl｡の出力管の陰極側より出力を採る｡出力管の

平均電流は極めて小さいから､陽極及び 蔽格子罵匪を

高くして尖頭出力10W'以上とした｡Ⅴ吼で出力管制

御格子偏怖電墜を加減して出力を調整する｡筒受信部へ

蓬る周期出力はV8より欒成語れを通し､位相調

を付しヽγ11で適常に増幅してち端子へ出Lた｡

受信音E(第8圏)は4段の 帯域CR 合増幅器であ

る｡γ1の格子同格で汲高値の高い正パルスの直視波が

整流されて疾い偏惰雷 が加はり利得が低~Fするのを防

ぐため直列監抗原1を入れて之を防いだ｡結合利得は

60db上､l上を目標に設計Lた｡又Ⅴ｡Ⅴ｡は動作範喝に殴

裕を持たせるためUY-807Aを用いて格子偏怖を

した｡周波数特性は1kcより 2MC まで平坦なるこ

とを要求さjLたたこ･さ)､陽極負荷は1～2kβ に選びご/ヤ

ン1､ピーキングを施Lた｡時間軸同路とLては､眞巷管､

γ5V｡γ7で銀歯状汲を吏振せし.め､ブラウン管に直線時

問軸を供給tノ､その格子を用い輝

している｡

堅調して節税を消去
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達塵ろま堪至抜重大壬埠貢

(訓許阪正弦波

G)制限勒幅(V6P)
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PLM-12型も PLM-11型と路同等の性能であるがヽ

同路構成は若干異っている｡先づ迭信部は(第9圏)γ1

で100kcの水晶婆振し､V2(20kc),V｡(4kc),γ｡(1

kc)と遮降し100kc,20kc を目盛用とLた｡以下第

10圏に示す各部の扱形と封照して誅明する｡入力正弦

扱①は､γ｡で充分に増幅された位相調整器を経てγ｡

で制限増幅され､④の如き矩形波に近い汲形となる｡此

の場合Ⅴ｡の陽極負荷抵抗を高く選ぶと一周期中一個所

だけ波形の 唆な研が出来る｡之を(C2..,R空2十VR望)で

後分すると④となる｡,こゝでγ忍2を調整すればペルス

隔を加減することが出来るuγ7で増幅すると㊤となリー

之をV8でC級増幅して不要のパルスを取り除き㊤と

L､更にγ9をこ避雷な格子偏佑を加えて噂隔し矩形波パ

ルスとし､γ1｡でカツ㌧-ドフォロアーとLて掛力欒成器

r7を通して供 に選る｡㊥が迭信ペルス汲形であ

る｡変成器r7の一次側を受信機用端子とした｡Vllは

周期出力及び目盛出力用の緩衝増幅管である｡

受信部(第11国)Vlγ2γ｡は3段で約50dbの贋帯

域CR噂幅器とし､一方周期出力を Ⅴ.で制限増幅し

C舶Rlワ て微分L_目盛パルスとLた｡.オシロスコープ部

ほPLM【11型と全く同様である(〕

PLM-11,12型共に電源 器(第12匡l)をこ俵

り､70～120Vの入力電匿を100V一定として､蓮信

部及び受信部に供給している｡

(3)j持 性

言語 呂.名 定 格 喜己胃品 名 定 格

丁 フライダガ/罰7r3月 ど1 出力鯖子

S 電波ス√ソチ穂軍旭 ん フューズ 3月

田 人力端子 F2 川

と2 出力端子 fJ フューズ 川

第12同 PLM剖電匪調整許闇路圃

Fig.12 Circuit Diagram of Type

PLM Voltage Regulator･

第13固(次頁参照)はPLM-11型及び12塾の程々な

迭信出力汲形を示す｡①は繰返し周波数4kc幅8βS,

㊥ほ繰返し周波数20kc幅約1J`S,㊥は繰返L周政教

20kc幅約8/jSのインパルス班形でありヽ 又(彰は繰返

し周波数4kc幅2〟Sのパルスに100kc の目盛パル

スを重塵したもの､④は繰返し周波教4kc幅15βSの

パルス波形､㊥は繰返し周波数20kc幅2〃Sのパルス

に100kcの目盛パルスを重畳したもの､径)ほ繰返L周

波数1kc幅2〟Sのパルスに20kc 目盛パルスを重魯

Lたものである｡①E④こ･まPLMrll型の迭信波形で､

④㊤④㊥はPLM-12型の迭信波形でありヽパルス汲形

について見ればPLM-11型の方が良好である｡パルス

幅は､PLM-11塾では1/上S-9′lS,PLM-12 型では

2/JS-15/`S可変可能である｡迭信出力は尖頭値で略

10W(40db)以上であるが､パルス幅を磨くした場合ヽ

又は出力インピーダンスの低い場合には若干低下する｡

(第14圏)

【 】

】
l

L

L
2 l l

r
弓l

/
l

l

//)
L
l

l l

ど

L

l
丁
【
L

♂ 肋7 J玖7 Jββ イ〟 J〟 占〝 フ卿 β

~~負荷抵抗(£)

第14固

Fig.14

受

送信部出力特性

Out put Characteristic of

Transmitting Set.

/m′ス巾アノJ∫
､●‥､●

部増幅詮周波数特性はPLM-11塾では始め1kc

より約4Mcまで路平坦な特性を得たが､扱高値の高い

迭信パルスが入った場合にと㌧一キングコイルに依り過渡

現象を起し､極めて実説な雑音波形が現われたのでヽピ

ーキングコイルを減じて第15園の如くした｡倍凱こ示

す様に､ピ←キングコイルを取り去っても1,000kc迄

は利得偏差6db 匠で､線路の賓測に常っては殆んど

問題はたかった｡周波数特性としてはパルスの繰返し周

期からパルス幅に等しい周期迄利得が平坦で位相特性が
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④ 繰遅周波数4kc 目盛周波数100kc

(む 繰返周汲敦 4kc,パルス幅最大

㊥ 繰遅周汲教1kc 目盛周波数20kc

㊥ 繰返周汲数1kc 目盛周波数20kc

節13国 造信出力汲形

第33巻 第6磨

㊥ 繰返周政教20kc ぺ′レス幅最大

(カ 20kcパルス幅最小

①町4kcぺ′レス幅最大

PLM-11(∋④(め

PLⅣト12④④④⑦

Fig.13!一Pulse Shapes of Transmitting Output.
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第15固 受t言部檜隔器周波 特性

Fig.15 Freq11enCy Characteristics

Of Receiving Amplifier.

良い睾が望まい､｡PLM-12塾では繰返し周期最大1kc

減
衰
量
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∬
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でパルス幅最小2〃Sであるから1kcから500kc ま
節17岡 安信部入力調整券減衰特性

で平坦な利得を必要とするわけであるがヽ第15国に嘉 Fig.17 Attenuation Characteristic ofInput

す様に最大利得約 50db,利得偏差約 3db である｡

PLM-11塾リ2型共に電力硯等からの 導を避けるため

1kc艮7特に商用周波では極力利得を低■下させた｡第16

圏はi 幅器の入力封出力特性で､第1J園は入力調整器

の減衰相性を示す｡鋸歯状汲ほ直視掃引で路線比も良好

てある｡第一8圏は其の周波数曲線 でヽ 堅持

に路中央に止めて置き､周便数も切換語の切換のしなで､

周段数が周期する様に調
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Fig.16 0ut put toInput Characteristic

Of Receiving Amplifier.

Volume ControlofReceivingAmplifier.
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第18固

Fig.18

受信部将H小帥周波数曲線

Frequency Curves of

Receiving Set Time Axis.

[Ⅳ]茸 測 試 験

賓測試験に先だってヽ東京覇道局及び図鏑大井町

所で蜜験を行い調整した｡即ち第相国､(74■五重照)

第20囲(75頁蓼隕)の寓眞が東京 遺局東京試蘭肇で

行った試験例で､1･3mm,1･2ⅠⅥm,0.9mmのケーブ

ルで行った中から開放､短

ケーブル東京横濱問 30km

の場合を元Lた｡1･2mm

が探知出来た｡叉大仰町

竃祈で≡柑交流22kV の電力地下ケーブルを迭電中止

して賃験したのが第2†国(74貢参照)であり､電力地
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東京十†タ雀開放

評 論

汐関
笥放

被測定線2各/3/ヲん詔P通信ケ~フル
召集返圏ユ定数∠♂Åc
パルス巾 /みJ

一 拍■にほ堰后随玖短絡

被測定線路βメサあ例㌍邁信ケJル
後退周波数 〃庇
ノくルス巾

｡物`5

夢19固 宋銭､東京汐留線(市内ケーブル)の賓渕例

Fig･19 Some Measuring E7(amples at Tokyo→

Shiodome Line=LocalCable=.

下ケーブルほ特性インピーダンスは低いが直流抵抗が小

さく減衰が小さいので受信利得を殴りきかせなくとも充

分振知出来るIPLM-11型は上記の寛瞼後日蒙九州支店

に於いて裸裸及び市外ケーブルにつき宜測を行い(第2

薗､第23圃)裸騒では120kmまで測定出来た｡次い

で門司錦道局通信 及び鹿晃島監理局忙於いて椚入試駿

を行い､裸視では167kInの開放､短絡を明瞭に探知出

来､叉市外ケーブル(1･3mm30封､0.9mm25封

混合録)では31kmの開放短絡を判定出来た｡

PLM-12型ほ名古屋鏑追及び中部配 で裸繍及びケ

ープルの試験を行った｡その一部を第24圃､第25閻

第33奄 第6既

及び第26圃に示す｡第27園ほ次いで

行われた国頭小田原攣 折の小田原二宮

問ヽ1.6mm7太撚ゴム絶縁被錯ケーブ

ルにつき行った賓測寓眞を示す｡誘導経

書が極めて多く､嗜幅利得は約20db以

下にLぼってあるがそれでも基線前執上

Lたいためヽ 目盛パルスは明瞭でない｡

第28園､第29囲ほ関西配電に於ける

納入試験の際の賓測富眞であり､装荷繰

輪からの反射が明僚に表われている｡.

[Ⅴ]試 験 結 果

(1)測距限産

室際に線路を測宕して見ると′リレスの

減衰は線種に依って甚しく攣化し､裸鯨

で200kmが殆んど増幅利得克しでもラ即

れてもヽ ケーブルでほヽ例えば1.2mm

市外ケーブルで､増幅利得60dbても

30kmが最大限度であり､更に市内ケー

ブルの様に規程の細いものでは著しく小

さくなる｡蜜測試験を行った範囲て明日資

に判別出来た最大測定足巨離はヽ第2表の

様になる｡同表に於いて(∋～(むはPLMト

11型､(彰一㊥は PLM-12 型に依る測

定値である｡

(2)探知限界

障害の程動こ依る測宝器の探知能力の限界としては､

裸線(g｡=600β)に於いては､全長114km徐の線路

でヽ71kInの地掛こ於いて(第23固)並列腐抗挿入

2kJ2以下､片練直列抵抗100β｣呈上､又片鯨接塵ほ接

地抵抗10kβ以下は明瞭に判別出来た｡ケーブル(Z｡=

150β)に於いては全長約35kmの1.2mm14封ケー

ブルで5km餃の鞄掛こ於いて､直列抵抗 200β以上

並列抵抗50J2以下､及び片鎌接触抵抗10kJ2迄判別

出来た｡倍同ケーブルに就いて､10.5kmの地粘で切断

した終端に挿入したインピーダンスを色々欒化せしめた

場合､50-250J2の範囲外は明瞭なる反射が現われた｡



線 路 障 害 測 定 器

の 東京一桟満開枚

第20国 東
､東京横横線(市外ケーブル)

の貨渕例

Fig.20 Some Measuring Examples

at Tokyo-Yokohama Line

=Trunk Cable=.

′①伐測定線路/～%仰通信ケーブル
繰返阿波蚊/如

ノ(ルス巾 約2伽S

誌)受信増巾署便周

⑦ 東京 ス最新主格

雰21固 囲銭､大井靭~､川崎線(電力地

下ケーブル)の賓渕例

Fig.21 Some Measuring Examples

at Oimachi-ⅩawasakiLine

=Underground Power Cable".

u_) 大井一回晴間放(Jてルス巾み5)

襖測定線路望勅電力地下ケーブル
線退屈波数吼k

註)_受イ言増巾遷住戸

｢･∵㍉

川崎

e〕 仝 上(げルス巾敬=

③ 大井一日崎短絡(ノ〃ノス巾仙5〉

ト∴･･･ご∴__｣

関.矩
放絡･
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.フ→ノー
一搬送ケ

関門ケ一九(星野 ∵∵-ご∴;

沌出て並列遮杭2Aβ 三池1己てノ桝βを遺して昆線ほ嶋

言王受信喜呂増巾墨を使閂

披測定線路睾丸致ケーブル混合全長儲抑爪
繰返周波数/Ac

/いレス巾 約肋/5

第22固 日婆､宇部1番線(通信線の)賓測例

Fig.22 A Measuring Example atUbe♯1Line
=Communication Line=.

①筏測定線路2タ%環視
q)繰返周波奴/えc

･㊤パルス巾
みJ

⑱距悪声鑑ノルス問碩雫7ハ〃
(伝漆決度L乙より玖正)

迭鰯

名
古
屋

仝上(並列抵抗/片β)

0被測定線路 視線
①僅返周波数/ん

①ハルス巾 約/触5

の 名古屋一岡崎開放(増什=

遠イ言ノUレス

② 至 上 し直積J

13)
仝 L漕｢¶j

β~-_う 仝 上 (増巾呂慈没入)

距寓日誌ノUレス

トーー_
∴･∴･･----｣

､､1ナ･

三池l`て良縁仰蟻直列

抵
抗
挿
入

第23固 日当､三池2番線(通信線)

の賓測例

Fig.23 Some Measuring Examples

atMiike蟄2Line=Comm-

unication Line=.

第24国 名

線

､名古屋､岡崎緑(架空

信線)の賓測例

Fig.24 SomeMeasuringExamples

at Nagoya-OkazakiLine

=AerialBare Communica-

tion Line=.
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(⊃被測定線路之β%疎放
繰返周波数/Åc

肌レス巾 2恥J

⑨距寓巨盛冊レス闇の距宵侮
(イ云蒔速度より較正)

途端

賓 測 定 器

⑤ 名古屋一岡崎短絡り曽巾)

⑥ 仝 上 (直指)

⑦ 仝
`L(憎巾目盛投入)

名
古
屋
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葬25囲(左圃)名城､名ゼナ犀､

岡崎線(架空線通信線)

の賓測例

Fig.25 Some MeasuringEx-

amples at Nagoya-→

OkazakiLine=Aerial

Bare Communication

Line=.

笹波俸26
距常呂盛ノてルス

岡崎

短絡

園(下図)中配､四日市

2番線(通信線)の賓

測例

Fig.26 SomeMeasuringEx-

amples at Yokkaichi

Line =Communica-

tionline=.

(3)測宕確度ヽ侍播連荘

測定碓荘を考える場合には､侍播速度の確度､ブラウ

ン管上跡映像を讃凝る際の語根り誤差及び測定器日身の

誤の等が問題となるが､寛畷に測竃して見ると俸播速度

旺が最も問題となる様である｡俸播連荘は勿論線路

の寝業酎こ依り男るが､同一線種でも同税に依り必ずしも

一致せずヽその上同一同駅でも程々の線種が入り混って

いる場合が多く､倍叉線路墓張が線路接綾法､地産等を

殆んど考慮して居らずそれ程蕨密でない｡侍播連荘を釈

定する場合はその曲線を細く 分して出来るだけ多くの

内について測定して置く必要がある｡我々の測定では

測定誤 は1-3%程匿で殆んど大多数:ま1ヲ占以下に入

っているがヽ侍播速度を正確に求め得れば更に確度を上

:三田放ではたいと恩う｡舅3表に各種線路につい

ての悼播達圧の賓測を示す｡各線路共に多少線種の異つ

7■7

重
松
ケ
攻
.

森 接線ケーブ●ル

①島森一桑名問放頴絡

島 木曽田 臭名

ケーブル

G)披測定線路
①繰返風波数
ノヾルス巾

関短
放絡

ZJ傲裸線一吾紳一丸′
∴

､､-

②烏森一匹巳市関放短絡

島森 木曽=ケーブル四日市
関矩
放絡

○被測定線路Z.古%複線一報ケーブル
繰返国政数/々c
パルス巾 仙5

曽仰-ブルの反射 Q烏森一四日市一準接地
木曽‖lケーブル

＼木曽jllトブルの反射

敵側定線路 ∠♂悔裸徳一崇汀-フル

繰返周波数 用C

ノいレス巾 ノ伽5

夏 雷撃｣tだ益々豹
L_動如紅∴席
甜%7/催〝′%ルノ祝ク

■肋

覧ル囁

中配四日市2番線見取回

註)受信増巾塞使円



506 昭和26年6月 日 立 評 論

①被測定線路/J勿/ケ絶縁現彗線
G)繰返周波数♂片c
ノrルス巾 穐ぶ

第33巻 第6携

⑦小盟原一二宮問放祀線⊥接地問)

小田原 二宮

■鴫

②

小
田
涙

小
日
原

二宮反射

/

蜘‖ん仙嘲-.
小巴原一二宮(蓋昌破一接地問)

③ 小包原一二宮(心腹一看呈視閻)

⑦②共受信郎時間軸 引周波数を上げて
送信げルスと受信ノUレス問を拡大せ5イ象

④ 小巴原

小
田
原

⑭距寓巨盛ノてルス問の距凱肋(イ云様連動Zより執日
誌受信増巾暴を使用.議導経書怨く輝線大し

l

-⊂昌､__.

綾接地(
~r畠1

巨益ノヾルス投入1

心腹婚叱闇

一級接地

第27同 園銭､小田臥二宮線(遠方監視制御用ゴム紐線被鉛線)の賓測例

Fig･27 Some Measuring Examples at Odawara-Ninomiya Line

"Leadcovered Rubber Cable forSupervisory Controle=.

第 2 表 貸 測 最 大 距 離

Tuble2.Max.Distauces Actual1y Measured.

実 験 場 所 繰 稗 パルス幅
繰 返

周 波数
測定距離 受信利得

(∋麟鎖 折尾･匪見島閲

(重来成 東京･横濱聞

(重囲銭 大井･川崎問

(ち名古屋
名古屋･金山

(中国鏡 小田原･二宮!~ii】

(う湖西配電 大阪･難髄ルーl

何封王城 東京･汐留問

2･6mm裸繰

1･2mm14封市外ケーブル

22kV3-¢電力地下ケーブル

0.6530封市内ケーブル

1.6mm7透こ撚ゴム絶縁被鉛線

0.9mm200封市内ケ←ブ′レ

0.9mmlOO封市内ケ←ブ/レ

78

20/上S 4kc

∴‥デ､:ご
10.599km

3.8kIn

12.22km

6kIn

lO.8km

約10db

60db

約20db

50db

約20db

約40db

60db
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閲

①′i貢澱定線路④〟瓢湖緋⑧が%卿ケ一刀レ
学芸笥艮数 〃庇

⑰パ≠ス巾 み5

宕巨嘗ヨ亀川レス問の距寓/ん竹
(伝格速度lごより卓モ

註)受信漕巾署便岡

①
①
㊦
他
誌

亡
′
. ≡二王線路戊β%甜折5郵喜ケーブノン

漢這習遵数J射し

ノヾ.ヌレス巾
乙〟∫

≡巨富己温州レス問の距寓〟Ⅵ(イ云掻速度ほより鮫正)

ライ喜郎増巾署使嗣.最初の装荷線輪の
反軌乙より､その后の現象は観測臨艶

赤､店一敷浪開放

＼
距寄目鼠ノヾルス

茶 店-一葉庚短.繕

几エ⊥
関
本西

店竪④

1
∵
∵

本店･一志賀間中常状態

l距寓目盛バJレス

た裸が混入しているが太表に依り各種線路の目安をつけ

る事は出来る｡

[Ⅵ]本測定器に封する考察

以上教個所の賓測試験から､インパルスの繰返し周現

勢､帽及扱高値等は測窯の封嗣となる線路に俵つで通常

に選ふ払要があることが解る｡

測是範囲としては､架零裸視で300Ⅰくm, 軸ケーフ

ルては一画膳所区間25km､搬迭ケーブルではその標準

牛中腹祈垣間25kmが､イ'シバルスの一周期内に入る

様に繰返し周汲教を ぶ必要がある｡従って測定 囲は

300km(0.5kc)又は150km(1kc)の租税用のもの､

第28固 関西配電､大阪難波

線(市内ケーブル)

の貸測例

Fig.28 SomeMeasuring

Examples at Osaka

-Namba
Line

=LocalCable=.

第29開 聞西配電一 中装荷通

イ言ケ←ブル賛測例

Fig.29 A Measuring

Example on Meq

d壬um Load王ng

Cable at Kansai

Haiden Co.

25km(4kc)のケーブル用及び近踊闇市内ケーブル用5

km(20kc)程度の3段階で良い｡

インパルスの波高値は測定距離を大きくするた～･て〕には

勿論大きい方が有利であるが､之は出力屈豪管に依り抑

えらかる｡,

パルス幅は､之を大ぎくすれば減衰が小さくなり､測

定距離を大きくするにに有利であるが､一方分解餞が悪

くたり､比較的近い距離を置いていくつかの不整部材藩

る場釦･･こは-

肝近叉

h
=
ノ

となる範

了い､:)か

測定の場

の反射が量って判別出来なくな

に直接洩の中に入って探知不餞

が大きくなる｡パルス幅の調 は 2～20〟S

といj7f法は必要克く､2pS,5iLS,10F{S,20fLS
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俸3表 賓 測 俸

評 論

播 速 乾

Table 3ActllalMeasuremerLt Of Propagation Speed.

第33奄 第6競

日挙･福岡･弓削間

中配･烏森･四日市間

東銭･東~京･汐留間

関西配電･大阪･

名城･名古屋･全山

固銭･大井･川崎間

波間

囲銭･小田原･二宮間

裸通信線

2.6mm裸通信株

1.3mm28封ケーブ〉レ

0.9mn200判-ケーブ7レ

0.65mTn30封ケープ′レ

22kV3一々ー電力地下ケーブル

1.6mm7未然ゴム絶縁被魯線

程度切換使用出来る様になって屠れば充分である｡

増幅利得については､ケーブルの測竃にほ70db程度

は必要で､PLM-11型の4段埼偏の方が優れている｡

視線の測定にほ150km程度までは増幅器は必要ない｡

測距方式及び桂皮については､いづれの方式でもブラ

ウソ管は径が大きい方が良く､75mmは120mmに変

更すべきである｡目盛方式では主に護振周政教偏差の問

題となり､PLM-11型ではCR登板器を用いたが充分

ではなかったので､12型では水晶護振詳を用い満足な

ものとした｡これに比較して移相同路を用いた方式は､

この外に移相同路の部品又は機構の安窟度及び正弦波の

歪が影響して問題となる碧占が多いが､当用上は便利であ

る｡

我々は門司鏑道局の仕様及びその他の要求に依り.､一

際蔦能型を目 に試作Lたが､出来るだけ構成並びに坂

扱いを簡素化するため測竃封構とする線路を限定して測

定器を畢熊化し､併せて測定確度を向上せしめた方が良

いと思われる｡

[Ⅶ]結 盲

我々ほパルス授循研究の一環として､太測定器の試作

を行ったゎ設 ■､製作､調整試験を終え､各種線路につ

き賓測試瞼を行った結果､程々なる硯路故障が興味深く

ブラウン管上で探知出来た｡今後更に装置を簡易化して

114.274km

38.857kIn

2.7km

6km

3.8km

lO.599km

12.22km

773/JS

260/1S

24.3〃S

60/JS

39/上S

127βS

83/jS

295.6m/〟S

298.9mノ′〟S

221m/〟S

200m/〟S

194.8m/〟S

167Ⅱ1/〃S

294.5m/〟S

取扱いを簡便にする等寛用上改善すべき戟は魂している

が機械としては現在賓用の城に達し一

したものと考える｡

を的日Hの護開

終F)に本測宝器の製作に懲り積極的な卸

中央研究所高田 長及び同研究

助を]軌､た

安藤､宇佐美両氏､並

びに調整或は賓測試験に御協力された戸塚工場研究課内

藤氏､試験課岡田氏､其の他各位に資謝すると共に､教

同むこ亘る嘗測試験の便宜を輿えられた､圏域､目差､名

古豪鏑遺､関西配
､中部配

等の係官及び関係者各位

及び連絡事旋の努を取られた本社営業各位に深甚の謝意

を表する｡
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